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＜ ２０２４年１月５日 発行 ＞ 

あけましておめでとうございます 
人権と福祉の向上をめざしてして、今年も皆さんと共に歩ん

でいきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

  

 
【當山さんのライフストーリー】 

・１９９１年、沖縄県で３姉妹の長女として生まれ育った。小学校５．６年生くらい 

の頃から体と心の性別違和感を感じて悩んだが誰にも言えずにいた。 

・中学校でもセーラー服を着て学校に通ったが、すごく憂鬱な日々を過ごしていた。 

 自分は何者なんだろう、どうしてこんな感覚になるのだろうと思いながら日常生活 

を送っていた高校２年の時に、友達から「自分はトランスジェンダーである」こと 

を打ち明けられて衝撃を受け、自分一人ではないことに気づいた。そして、「トラ 

ンスジェンダー」という言葉を初めて知った出来事だった。 

その友人から「男子の制服が着られるように校長先生のところに話に行こう」と誘 

われ、話したところ、校則が変わり、「誰でもズボンをはいていい」ということに 

なり、高校 2 年生の途中からズボンを着用した。制服が選べるということは、性 

の違和感を抱えている人だけではなく、さまざまな背景を持っている人にとっても 

安心できることを知った。（冬場の体調管理のためや皮膚疾患を持っている友人も 

ズボンの着用をしていた） 

・将来は体育教師になりたいと思っていたが、トランスジェンダーの方で教師をして 

いる方を見つけることが出来なかった。自分にとってのロールモデルと出逢うこと 

が出来ないまま大学に進学した。 

 しかし、自分の性に対する違和感のことを誰にも相談できずに毎日悩む日々が続き 

先が見えない不安の中で、自分はダメかもしれない、生きる価値がない、死んだ方 

がいいと思っていたが、あることから信頼できる人に打ち明けてみようと思い、一 

つ年上の人に打ち明けた。その人は話しを聞いてくれて、「人と違う部分こそ魅力 

だと思う。堂々と生きてほしい。それで救われる人がいる。ただ、世の中にはまだ 

差別や偏見があるので傷つくこともあるかもしれない。それでも何かあったらぼく 

が守るから、自分らしく生きていけばいい」と言ってくれた。その人のおかげで、 

後悔しない生き方をしてみたいと思い、一歩ずつ進んでいった。 

・大学卒業後は男性としての人生を歩むために、体育の教師でなく、学童保育の仕事 

に就くことを決めた。その時の面接で、男性として働かせてほしいと伝えると、「あ 

なたが働きやすいようにすればいい」と言われ、男性として就職した。   
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吉名隣保館 事務所 

(竹原市人権センター内) 

２2―7736 

人権ふれあい講演会（２０２３年１１月１２日） 
「自分らしく生きる ～こころもからだもいろいろ彩り豊かでええじゃん」 

講師 ここいろ hiroshima 當山敦己さん・高畑 桜さん 

今月は、當山敦己さんの講演の要旨をお知らせします。性の多様性の
理解を深めていただきますようお願いいたします。 



・その後２度の手術を経て、家庭裁判所に申し立てを行い、性別変更をして男性となった。 

手術が終わって、与えられた命から、人の背中を押せる存在になりたいと思い、活動を始め 

るために広島に来た。広島でのイベントで高畑さんと出逢い、２０１８年に「ここいろ 

hiroshima」を立ち上げた。 

・性別違和のこと、手術をしたことも家族に打ち明けられずにいたが、広島という場所でたく

さんの味方や仲間ができたことが後押しになり、「本当の自分を知ってほしい」と思い、家

族へのカミングアウトを決意した。27 歳のときだった。今では家族も受け入れてくれて、

応援してくれている存在だ。 

・現在は女性のパートナーと入籍し、過去の自分では想像していなかった未来を生きている。 

ここいろ hiroshima の活動をとおして、悩んでいる子どもたちや保護者が未来に希望を持

てる社会をつくるために活動している。（子どもと保護者の居場所づくり、個別相談、啓発

活動等） 

・私たちが生きている社会には、性の問題だけでなく、介護・子育て・虐待・ヤングケアラ

ーなどいろいろな問題がある。どんな問題でも根本的には「孤立してしまうこと」が当事

者を苦しめる要因だと感じている。話しやすい環境、関係性を作る必要がある。 

・そのためには、相談を受けたらまずは、まるごと受け止める、次に知ろうとし、会話をす 

 ることで、安心感・信頼感がつくられていく。そして応援しているよと表明することが大 

事。受け止めてもらったときに、はじめて自分の居場所ができる。まずは皆さんが自分の 

居場所を作り、そして身近な人にとっての受け止める存在になってほしい。 

（２月号では、参加された皆さんのアンケート結果を掲載します） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
※吉名隣保館人権ふれあい学習会を次の日程で行います。詳しくは２月号でお知らせし 
ますのでよろしくお願いいたします。 
日時、場所・・２０２４年２月１４日（水）９時半～吉名地域交流センター 

１月行事・教室の予定 

☆着付教室         ２２日（月）・29 日（月） 午後 １時００分～ 
☆パソコン教室  毎週火曜日    午後 ７時３０分～ 
☆カラオケ教室  毎週木曜日   午後 １時３０分～ 
☆グラウンドゴルフ教室 18 日（木）むなこしグランド  午前 ８時 30 分～ 
☆はんこクラブ  毎週金曜日   午後 １時３０分～ 
 
 
 
 
 
 

おめでとうございます 

   グラウンドゴルフ教室      

１２月２１日の結果 

【むなこしグランド】 

第１位 甘崎 健三 さん     

第２位 岡本 寅夫 さん 

第３位 中川 司郎 さん 

２０２３たけはら人権フェスティバル 

お世話になりました。 

 

 

 

 

 

 
 

吉名学園合唱部の皆さん、こころにひびく素敵
な歌声をありがとうございました。作品展示の
ご協力もありがとうございました。 

 

 


